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**2017 年 3 月改訂(第 3 版(新記載要領に基づく改訂)) 

**2010 年 3 月改訂(第 2 版） 

医療機器届出番号 34B1X00001000050 

 機械器具 48 注射筒  

一般医療機器 汎用注射筒 13929001  

ＪＭＳシリンジ（マイクロ）  

再使用禁止   

 

【禁忌・禁止】 

 再使用禁止  

 

 *【形状・構造及び原理等】 

   本品は、外筒、押子、ガスケットからなる。 

 *〈構成〉 

 

 

 

 

     

   

  ・本品は以下の原材料を使用している。 

構成部品 原材料 

外筒 ポリプロピレン 

ガスケット 熱可塑性エラストマー 

 

 *〈仕様〉 

項目 性能 

耐圧性 490kPa 

 

 

  【使用目的又は効果】 

   液体を注射・注入するか吸引するために用いる器具であり、多く

の場合、注射針を接続して薬剤の投与又は採血に用いる。 

 

  【使用方法等】 

   1.薬液注入の場合 

   (1)包装から本品を取り出し、注射針等を接続します。 

   (2)押子を押し、外筒内部から空気を完全に押し出します。 

  *(3)注射針等のキャップを外し、薬液を吸引します。 

   (4)静脈等に穿刺し、薬液を注入します。 

   2.採血の場合 

   (1)包装から本品を取り出し、注射針等を接続します。 

   (2)押子を押し、外筒内部から空気を完全に押し出します。 

  *(3)注射針等のキャップを外し、静脈等に穿刺し採血します。 

  〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 

   1.注射針等と接続する際は次の事項に注意すること。 

 **(1)接続部に横方向の力を加えないこと。［液漏れ、空気混入が生

じるおそれがある。］ 

  *(2)接続部に薬液が付着した場合は、薬液をふきとり、注射針等と

接続すること。［接続部に緩みが生じる。］ 

  *(3)注射針等のキャップを付けたまま接続すること。 

   (4)緩みや外れが生じないようにしっかりと接続し、漏れ等の異常

がないことを確認すること。 

   2.押子を引く際は次の事項に注意すること。 

   (1)外筒印刷部の目盛を越えて引かないこと。[押子が外筒から外

れ、液漏れが生じるおそれがある。］ 

   (2)押子をまっすぐゆっくり引くこと。［強く引く、ねじりながら

引いた場合は、外筒との密着性が低下し、液漏れやガスケット

の外れが生じるおそれがある。］ 

   3.造影剤等の薬液を高圧で注入しないこと。[破損、液漏れが生じ

るおそれがある。] 

   4.外筒部を強く握る等、圧迫するような力を加えないこと。［ガス

ケットと外筒との密着性が低下し、液漏れ、空気混入が生じる

おそれがある。］ 

   5.外筒印刷部については次の事項に注意すること。 

   (1)目盛を強くこすらないこと。［目盛が消えるおそれがある。］ 

   (2)薬液等が付着した状態で放置しないこと。［目盛が剥離するお

それがある。］ 

 

 *【使用上の注意】 

  〈重要な基本的注意〉 

   1.使用中は破損、接続部の緩み及び液漏れ等について確認するこ

と｡ 

   2.本品に衝撃を与えないこと。［破損するおそれがある。］ 

  *3.冷蔵保存等低温下での取扱いに注意すること。［低温下では、本

品の耐衝撃性が低下する。］ 

  〈不具合・有害事象〉 

   その他の不具合 

     空気混入、漏れ、外れ、緩み、印刷消え、破損 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

  〈有効期間〉 

   3 年［自己認証（当社データ）による］ 

   包装の使用期限欄を参照すること。 

 

  【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

   製造販売業者 

   株式会社ジェイ・エム・エス 

   電話番号：082-243-5806 
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